然 ・ 建 築 ・ ア ー ト の 共生 」 を 

コン セプト と し 、 美 術 館 と ホ 
テル が 一 体 と な っ た ミュージアム] 。 
アー ト 作 品 は 、 展 示 ス ペー ス だ け で 
な く 、 施 設 を と り まく 海岸 線 や 林 の 中 
な ど 、 至 る 所 に 点 在 し て いま す 。 


「 パ ー ク ] に 併設 する 瀬戸 内 海 に 面 し た 大 き な 窓 と 高い 天井 が 特徴 の 、 解 放 感 あ 家 プロ ジェ クト 「 は いし ゃ | 大 人 人 明 * 舌 上 事 ノ ポッ コン 絆 "写真 木 也 一 
る レス トラ ン で す 。 夕食 時 に は 暮れ ゆく の 光 の 映り 変わ り の 中 で フラ ンス 料理 を 、 家 ブ ロジ ト 


空き 家 な ど を 改修 し 、 空 間 そ の も の を 作品 化し た アー ト プ ロ ジェ クト 。 人 々 が 生 
活 する 本 村 地 区 に 現在 7 軒 が 点 在 し て お り 、 散 策 し な が ら 鑑賞 する こと で 、 場 所 
の 持つ 時 間 の 重なり や そこ に 暮らす 人 々 の 営み を 感じ る こと で し ょ う 。 


朝食 時 に は まばゆい 朝日 の 中 で 洋 朝食 を 、 お 楽 
し み 頂 け ま す 。 


直島 全体 に 点 在 する 多く の 作品 を 、 自 分 


の 足 で 巡り 、 目 分 な り に 鑑賞 する の も 診 
の 一 つ で す が 、 こ の プラ ン で は 、 プ ライ 。 計 0 
ペー ト ガ イド が 見 どこ ろ を お さえ て し っ か り た " 屋 掛 ~ 号 真 務 則 灯 写真 山本 料 
ご 案内 し ます 。 訪 れる 方 が より 深い 体験 ” 自 筑 と 調和 する アー ト 作品 た ち = 員 
を 得 5 られ る よう 、 直 島 や 近 騰 語 島 で アー 古島 を 上 あけ ば 、 ふ と し た と ころ で アー ト と の 出 
ト 活動 を 続け る べ ネ ッ セア ー ト サイ ト 直 全て 、 生 っ て いす 。 名 る な 場所 に 玉 を 軍 
の に れ まで の 取り 組み や 歩み ち お 伝え し て その 出合 いと 発見 お 楽し みく だ さい 。 
な が 5、 主 要 施 設 を 巡り ます 。 

※ ガ イド は 事情 に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


直島 まで は 、 お 客 様 専 用 の チャ ー タ ー 
- 船 で の ん ぴり 移動 。 混 雑 や 乗り 遅れ 
の 心配 な く 滞在 を 楽し め ま す 。 


※ 画 像 と は 違う 高 で お 手配 する 場合 が あり ます 。 
毅 の 種類 は 指定 で きま せん 。 
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